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まとめたもので、序論および本文第 1 部 第 2 部よりなっている。
序論では従来の研究結果と本研究の目的をのべている。
第 1 部は圧力容器鋼材のぜい化に関する研究であって、 2 章からなる。




第 2 章では動力試験炉 (B 、W 、 R) の圧力容器( A302B鋼使用)の照射ぜい化傾向を究明した結果
についてのべている。定期的に照射後試験を実地し、実用圧力容器における照射ぜい化傾向を第 1 章
での結果と対比し、 JPDR圧力容器の構造安全性を実証している。
第 2 部は圧力容器の内圧疲れに関する研究であって 4 章よりなる。
第 1 章では第 2 部の研究の目的を明らかにしている。
第 2 章では JPDR圧力容器内側に溶接肉盛りした304型ステンレス鋼クラッド部にへアクラックが
存在した場合の応力解析について理論的に検討を行なった結果をのべている。
さらにクラッド試験片による低サイクル疲れ試験を行ない、クラッドき裂が疲れ強さ減少係数にお
よぽす影響について考察し、自然き裂形状の欠陥における疲れ強さ減少係数は、応力集中係数10に対
して2.4であることをのべている。
第 3 章では圧力容器のモデル試験を実施するために試作した試験装置の性能についてのべ、また試
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験に使用した%スケールモデル容器、 Mスケールモデル容器について戸述している。これらの圧力容
器モデルについて人工切欠きを付したノズ、ルの内面からのさ裂の伝ぱを計測し、き裂発生までの繰返
し数を求めている。なお疲れき裂の伝ぱについては、%スケールモデルのものではき裂伝ぱ速度はほ
ぼ一定であったが、巧スケールモデルのものでは指数関数型であり、この相違はノズル部の曲げ圧力
成分の違いによることを明らかにしている。
第 4 章では、これらの構造モデル試験結果と試験片試験の結果を対比して、試験片で得られた疲れ
強き減少係数が2.4であったのに対して、構造モデルではほゾ1. 5であることを確認し、現在使用され
ている構造設計コードにおいても十分安全余裕度を有しているとのべ結言としている。
論文の審査結果の要旨
本論文は軽水炉圧力容器の構造安全性について研究したものであって、高中性子量照射による照射
ぜい化に関する多くの独創的な試験方法、試験装置を考案し、また試験片ならびに実用原子炉圧力容
器のMあるいは対スケールのモデルをつくり、内圧疲れに関する研究を行ない、原子炉で重要な圧力
容器の構造安全性を追及し解明している。
このことは原子力工学ならぴに工業に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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